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研究　東洋

　

今
日
、
社
会
は
か
つ
て
な
い
速
度
で
変
化
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。
特
に
若
者
の
価
値
観
の
多
様
化
は
顕
著
で
あ
り
、「
安
定
し
た
大
企

業
へ
の
就
職
」
を
最
終
目
標
と
す
る
人
生
設
計
に
代
わ
り
、
自
ら
事
業
を
興
し
、
新
た
な
社
会
価
値
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
志
向
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
学
生
の
中
に
は
、
仲
間
と
共
に
起
業
し
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
た
い
と
い
う
明
確
な
夢
を
抱
い
て
学
び

に
臨
む
者
も
少
な
く
な
い
。こ
う
し
た
現
象
は
、現
代
の
高
等
教
育
に
と
っ
て
新
た
な
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、大
き
な
希
望
で
も
あ
る
。

　

起
業
や
社
会
的
挑
戦
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
は
、
単
な
る
知
識
や
技
能
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
れ
以
上
に
重
視
さ
れ
る
の
が
、
思
い

や
り
、
共
感
、
責
任
感
、
協
調
性
、
そ
し
て
困
難
を
乗
り
越
え
る
力
と
い
っ
た
「
人
間
力
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

は
な
く
、
人
生
を
力
強
く
生
き
抜
く
う
え
で
の
実
践
的
な
基
礎
で
あ
り
、
現
代
社
会
に
お
け
る
「
人
間
の
教
育
」
の
根
幹
を
な
す
も
の

で
あ
る
。

　

本
学
・
東
日
本
国
際
大
学
は
、「
人
間
力
の
育
成
」
を
建
学
の
精
神
と
し
て
掲
げ
て
き
た
。
知
識
の
伝
達
を
超
え
て
、
人
間
と
し
て

の
成
長
を
促
す
教
育
こ
そ
が
、
真
に
社
会
に
資
す
る
大
学
の
使
命
で
あ
る
。
東
洋
思
想
研
究
所
は
、
こ
の
理
念
を
学
術
的
に
体
現
す
る

拠
点
と
し
て
、
東
洋
と
西
洋
の
思
想
的
対
話
を
通
じ
た
「
共
生
の
知
」
の
創
出
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

近
年
の
動
向
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
二
〇
二
四
年
の
十
二
月
、
い
わ
き
市
お
よ
び
本
学
を
運
営
す
る
学
校
法
人
昌
平
黌
が
、
国

際
連
合
訓
練
調
査
研
究
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｒ
）
と
協
定
を
結
び
、
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
「CIFA

L

ジ
ャ
パ
ン
国
際
研
修
セ
ン
タ
ー
」

が
開
設
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
国
内
で
は
初
と
な
る
Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｌ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
で
あ
り
、
国
際
連
合
が
推
進

す
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
に
資
す
る
人
材
育
成
と
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を
図
る
画
期
的
な
試
み
で
あ
る
。

発
刊
に
よ
せ
て
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発刊によせて

福
島
・
い
わ
き
の
地
か
ら
世
界
へ
と
つ
な
が
る
教
育
・
研
修
の
拠
点
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
、
本
学
に
と
っ
て
も
、
ま
た
本
研
究
所
に
と
っ

て
も
、
今
後
の
大
き
な
展
望
を
開
く
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
二
七
年
度
に
は
「
デ
ジ
タ
ル
創
造
学
科
（
仮
称
）」
の
開
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
力
と
創

造
的
思
考
を
融
合
し
、
次
世
代
の
社
会
的
課
題
に
挑
む
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
す
こ
の
新
学
科
に
お
い
て
も
、
人
間
と
し
て
の
責

任
感
、
倫
理
観
、
共
感
的
思
考
と
い
っ
た
人
間
力
が
、
そ
の
根
幹
を
な
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

東
洋
思
想
研
究
所
は
今
後
も
、
東
洋
的
な
生
命
観
・
倫
理
観
・
共
生
思
想
を
、
現
代
社
会
の
課
題
と
接
続
す
る
知
の
力
へ
と
昇
華
さ

せ
、
教
育
と
研
究
の
両
面
か
ら
人
間
力
の
涵
養
に
資
す
る
学
術
的
営
為
を
継
続
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
宗
教
・
哲
学
・
文
化
・
倫
理

と
い
っ
た
知
の
伝
統
を
尊
重
し
つ
つ
、
地
域
と
世
界
の
懸
け
橋
と
な
る
知
の
創
造
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

本
紀
要
『
研
究
東
洋
』
は
、
こ
う
し
た
本
研
究
所
の
知
的
探
究
の
成
果
を
広
く
社
会
に
問
い
か
け
る
場
で
あ
る
。
本
号
に
収
め
ら
れ

た
多
様
な
論
考
が
、
読
者
諸
賢
に
と
っ
て
思
索
と
対
話
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　
　

令
和
八
年
二
月




